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平成２６年度研究について

香川県小学校教育研究会国語部会

１ 平成２６年度研究主題の設定

実生活で生きてはたらく力を育てる国語科の学習（３年次）

－単元を貫く言語活動を充実させる学習の展開－

（１）研究主題について

昨年６月，第２期教育振興基本計画が策定された。これは，教育基本法に基づき政府が策定

する教育に関する総合計画である。第１期計画が学校段階等の縦割りで整理していたのに対し

て，この第２期計画では，生涯の各段階を貫く教育の方向性を設定している。

国語科の学習を，生涯学習という視点から見てみる。その時，多くの大人は，小・中学校時

代に習得したはずの知識が現在はどうなってしまったのかと疑い，レポートやスピーチなどを

する際，もう一度自分で学び直さなければならない経験があることに気付かされる。

私たちが，国語の授業づくりを考える際には，この「子どもたちが大人になったとき」とい

う視点を忘れずにもっていたい。協議や討論の仕方，紹介文や報告文の書き方，選書をしたり

情報を評価したりする読み方など，対応すべき様々な場面が見えてくる。子どもたちの将来に

は，どんな言語活動の場があり，ゆえにどんな力が求められているのかを見通さなければなら

ない。

香小研国語部会では，本研究主題のもと，３年間研究を続けてきた。「国語科の授業が国語

の教室を出ない」という課題は改善に向かっているのだろうか。学習した漢字が日常生活で使

えない。インターネットで調べたことの要約ができない。そのような子どもたちに「生きては

たらく力」を育てられているのだろうか。

昨年の夏季研修会では，各郡市から研究実践が報告された。それは，子どもの日常生活から

育てたい力を見極めたり，また，子どもの実態に応じて，それにふさわしい「単元を貫く言語

活動」を探究したりしていた。さらに各授業時間にはワークシートを工夫したり，交流を適切

に位置付けたりしながら，子どもたちの力を育てていた。子どもに必要な力を焦点化し，言語

活動を取り入れたこのような取り組みは，学習への意欲を高めながら，生きてはたらく力を育

てることにつながっていったと言える。

しかし，同時に課題として，次のようなことが挙げられている。

＜第一次＞

・単元を貫く言語活動のイメージを子どもたちと共有しているのだろうか。

＜第二次＞

・付けたい力を明確にした学習活動が精選されているのだろうか

＜第三次＞

・単元で身に付けた力の活用を促すことができているのだろうか。
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本年度は，昨年度まで積み重ねてきた成果の上に立ち，これらの課題を克服しながら，本主

題における３年間の研究をまとめていきたい。

（２）研究副主題について

① 「単元を貫く言語活動の充実」について

学習指導要領の改訂以来，国語科においては「単元を貫く言語活動」の設定が重要視されて

いる。国語科の学習が子どもの実生活へと波及していくために，この「単元を貫く言語活動」

の果たす役割は大きい。これについて，小学校学習指導要領解説国語編には次のように述べら

れている。

各領域では，国語の能力を調和的に育て実生活で生きて働くように，それぞれの領域の特性を生かし

ながら児童主体の言語活動を活発にし，国語科の目標を確実かつ豊かに実現できるように内容を改善し

た。そのために，各領域の内容を(1)の指導事項に示すとともに，これまでは内容の取扱いに示していた

言語活動例を内容の(2)に位置付け，再構成している。これは，各学年の内容の指導に当たって，(1)に

示す指導事項を(2)に示す言語活動例を通して指導することを一層重視したためである。

（文部科学省，『小学校学習指導要領解説国語編』，「国語科改訂の要点」より）

言語活動とは，記録，説明，報告，紹介，感想，討論などを指す。このような言語活動を行

う能力は，他教科や実生活においても必要となる。ある言語活動を単元を貫いて位置付け，そ

の言語活動を行うために必要な能力を育成する。目的意識をもたせた上で必要な能力の育成を

図っていくこと，これが，実生活に生きてはたらく国語の力を培うための鍵となるだろう。

仮に，単元を通して言語活動を行っていくものの，指導事項が明確にされていない場合を想

定してみる。その場合，学習は予めその能力をもっている一部の子どものみのものとなり，そ

うでない子どもへの指導は覚束ないものになるだろう。指導すべきことが曖昧になるというこ

とは，裏を返せば適切な評価のできない授業となる。

逆に，指導事項は明確にされていても，言語活動が適切に位置付けられていない場合，学習

は機械的なものになってしまう。何のためにその学習をしているのかが見えないのである。あ

るいは，学習の意義が見えたとしても，それは「その教材を深く読み取るため」「上手に書く

ため」だけのものにしかならない。どのような場で，どのような目的意識のもとに，はたらく

力であるのかをつかめていなければ，実生活への活用の力とはなりにくいだろう。

② 「学習の展開」について

ア 第一次

PISAでは，2009年，読解力の定義を次のように定め直した。

読解力とは，「自らの目標を達成し，自らの知識と可能性を発達させ，効果的に社会に参加するために，

書かれたテキストを理解し，利用し，熟考し，これに取り組む能力」である。

（国立教育政策研究所，『生きるための知識と技能 OECD生徒の学習到達度調査PISA2009年調査国際結果報告書』，

明石書店，2009年，34頁，傍線は引用者）

PISA調査の始まった2000年には，傍線部「これに取り組む能力」という文言は入れられてい

なかった。これは，学習に対する動機，興味・関心，関わり方など，広く目的意識の重要性を

反映したものと考えられるだろう。
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単元第一次は，この目的意識をもたせる上で，重要な役割を果たしている。ここでは，次の

ような子どもの姿を求めたい。

○ 単元を貫く言語活動のイメージをもてている。

○ 学習課題の解決や，単元を貫く言語活動の遂行のために，第二次以降の学習の見通しを

もてている。

第一次では，「単元を貫く言語活動」を設定する。その際，「子どもの実態」や「育てたい

力」に重ねながら，もっともふさわしい言語活動を選定するようにする。つまり，教師は，子

どもたちの日常の見取りや，これまでの学習の系統に鑑み，育成したい力を見極めて言語活動

を考えていかなければならないのである。

イ 第二次

第二次は，第一次の目的意識を常にもたせながら，単元でねらう力を育てる中核となる部分

である。ここで求めたいのは，次のような子どもの姿である。

○ 目的意識をもった学習の中で，課題解決のために必要な力を意識している。

教師は，第一次で言語活動への目的意識をもたせておきながら，第二次で「では，まずは教

材をしっかり読んでいきましょう。」となってはならない。なんのために教材を読むのか，こ

こでの学習で見いだした価値は何で，それが自分の思いを表現するためにどう役立つのか。目

的意識をもって教材にあたる中で，子どもたちはそこで必要な国語の力を身に付けていくので

ある。

例えば，「出来事の説明や調査の報告をしたり，それらを聞いて意見を述べたりする（第３

学年及び第４学年「話すこと・聞くこと」の言語活動例ア）」という言語活動を設定したとす

る。その場合，表現結果としての説明や報告をする場面だけを指導するのではなく，第二次で

は，説明や報告をするための話題を選んだり，話題についての材料を集めたり，スピーチの構

成や言葉遣いを考えたりするといった指導が重要となるのである。

そのためにも，単元を通して付けたい力を精選しておくことが大切である。一つの単元で雑

多に多様な力をねらうのでは，指導の効果は薄い。「この単元では取材の力を育てたい」とい

うのであれば，取材の必要性を感じさせる学習場面を設定し，どうすれば適切に取材を行うこ

とができるのかを重点的に指導することで，子どもたちに学習の価値が浸透していくだろう。

ウ 第三次

第三次で必要となる力を第二次において獲得できているならば，この第三次は自力での活動

が可能となるであろう。もちろん，個に応じて支援が必要となることはあるが，どの子どもに

も，「自分で考えて，これだけはやり遂げることができた」という達成感を味わわせたい。す

なわち，次のような子どもの姿が見られるとよいだろう。

○ 第二次で学んだことを活用しながら，自力で思考・表現している。

また，教師はこの第三次のみで評価するのではない。第三次で表現するために構成されてい

る第二次の各々の過程で，指導事項に照らしながら評価することになる。ただ，この第三次で，
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子どもたちがどれだけ自力で表現できているかということは，本単元での指導が真に「生きて

はたらく力」と成り得たかどうかを測る指標となるだろう。

２ 研究内容

ここまで，第一次で目的意識を明確にすること，第二次で言語活動遂行のために必要な力を

育てること，第三次での活用を促すことが重要であることを述べてきた。そのために研究内容

として「単元構成の在り方の追究」「学習指導の在り方の追究」の二つを立て，研究を深めて

いく。

（１）単元構成の在り方の追究

「単元を貫く言語活動が大切なのは分かるが，授業時数が超過してしまう」という声を聞く。

これは特に「Ｃ読むこと」の学習において多い。そのような場合の多くは，授業で育てたい力

の焦点化がなされていないことが多い。そして，育てたい力が拡散してしまう原因としては，

大きく次の二つが考えられる。

一つは，読みの手順を画一的に捉えてしまっていることである。物語ならば，まず全文通読

をし，初発の感想を書く。疑問を感じるところがあれば学習問題として設定し，一つ一つ解決

を図っていく。場面分けをして移り変わりを押さえる。登場人物の気持ちを詳しく想像すると

ともに，情景描写を読ませる─。このような学習の上に，さらに言語活動を行うために必要な

学習を組み入れていけば，当然授業時数は超過してしまうであろう。

もう一つは，教師の教えたいことが多くある時，それを教え込まなければならないという責

務に追われることである。

例として，『ヒロシマのうた』の学習を挙げる。「Ｃ読むこと」の指導事項「カ 目的に応

じて，複数の本や文章などを選んで比べて読むこと。」を指導するために，「戦争と人間の生

き方を描いた本を読み広げ，読書感想文を書く言語活動」を行うとする。本来ならば，この指

導事項に重点を当てて指導過程を組織すればよい。しかし，教材分析がその範疇を超えて進み，

授業者の思いが強くなると，「『汽車はするどい汽笛を鳴らして，上りにかかっていました。』

という最後の一文の意味を深く考えさせなければならない」と，その言語活動の遂行とは離れ

た学習を進めがちになるのである。もし，どうしてもそこを読ませたいのであれば，それを読

む必然性のある言語活動を設定しなければならない。

では，育てたい力を焦点化するために，どのように単元構成を考えていけばよいのか，その

手順を下に示す。

１ 単元として付けたい力を確定する

・年間指導計画や，前単元での子どもの実態を手がかりにして，どの領域のどの指導事項を取り上げる

のかを明らかにする。

２ 言語活動を確定する

・１で確定した付けたい力にふさわしい言語活動を選定する。

３ 言語活動を遂行するために必要な能力をリストアップし，整理する

・付けたい力を，１よりも具体的に明らかにしていく。
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４ リストアップした能力を育成する指導過程を構想する

（参考 水戸部修治編著，『言語活動パーフェクトガイド』，明治図書，2011）

本年度も，昨年度に引き続き，上記４の過程に着目して研究を進める。子どもたちの学習は

単元第一次から進んでいく。しかし，指導過程を構想するときには第三次から進めていくよう

にするのである。

例として，第５学年及び第６学年「Ｃ読むこと」の言語活動例「エ 本を読んで推薦の文章

を書くこと。」を挙げる。

上記手順の１から３までを踏まえた上で，まず第三次で最終的に出来上がった状態の推薦文

を想定するのである。そのためにも，教師が子どもになったつもりで実際に書いてみることが

有効である。

次に，そのような推薦文を書くためには，第二次で，本のどんな読みができていなければな

らないかを明らかにしていく。場面ごとの詳細な読みとはならない。指導事項と照合した上で，

優れた叙述に着目して推薦するための自分の考えを明ら

かにしたり（指導事項エ），関連する本と比べて読んだ

りしながら（指導事項カ），推薦する本の特徴を明らか

にしていく過程となるだろう。

さらに，第一次では，自分のこれまでの読書活動を振

り返らせたり，本を薦められて読みたくなった経験を思

い出させたりしながら，「本を推薦したい」という意識

を高めていきたい。

子どもが目的意識をもって第三次の言語活動に向かっているなら，その意識に沿った第二次

の学習過程を組み，そこに導く第一次を設定することが大切である。子どもたちが見通しをも

ち，今，自分がしている活動が次にどうつながるのかが分かっている，そのような，目的意識

の貫かれた単元を組織していきたい。

（２）学習指導の在り方の追究

全国学力・学習状況調査の結果に現れているように，香川の小学校教育は高いレベルを保っ

ている。香小研の各教科部会・教科外部会等，教職員が一丸となって研究を深めている風土が，

その一翼を担っていると言えるだろう。

一方で，今後，若い教員の大幅な増加が予想される。その中で香川の子どもたちの力を維持

・向上させるために，香川県全体としての教育力を高めていかなければならない。若い教員も

ベテラン教員もともに学び，高まっていきたい。

香川県教育委員会では，昨年３月，『さぬきの授業 基礎・基本』を発刊した。そこには，

「教師の表情，話し方」「発問・助言」など，授業を支える大切なポイントがまとめられてい

る。今年度はこの『さぬきの授業 基礎・基本』とリンクさせながら，１時間１時間の授業の

充実を図っていきたい。

① 単元を貫く言語活動に沿った学習問題の設定

昨年度の夏季研修会では，子どもたちの日常生活を学習の導入に

反映させた実践が提案された。このように単元の導入，本時の導入

『さぬきの授業 基礎・基本』

活用例
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において学級全員が参加できるような場面を設定し，これからの学

習への興味・関心を高めることが大切である※１。それは，子どもた

ちの既知と未知とを自覚させたり，自分の認識とのずれに出会わせ

たりすることにつながり，子どもたちの立ち止まりや疑問を生じさ ※１【発問・助言】（p.3）

せる※２。これが「学習問題」である。この学習問題を解決する際に 「○○について経験したり，

必要となるのが当該授業でねらう国語の力であり，身に付けさせた 考えたりしたことはあり

い指導事項となる。学習問題を自分のものとして捉えるということ ますか。」

は，すなわち学習の目的意識が明確になるということである。 ※２【「考える力」を育てる指導】（p.14）

この学習問題を設定する際には，言語活動の文脈とずれないよう ・考えたくなる課題や考え

に留意する必要がある。「紹介したい本を取り上げて説明する言語 る必要感のある課題を子

活動」を行う際の『ごんぎつね』（東京書籍，光村図書，４年）の どもが見付けるように，

例で説明する。 考えるきっかけとなる教

左の例は，単元を貫く言語活動と学習問題が乖離している。単元 材提示の仕方を工夫する。

を貫く言語活動に対して，学習の目的意識をもちにくい学習問題と

なっている。子どもたちは，「六場面の兵十の気持ちを読み取る」

ことが，どのように「本の紹介カードを作る」ことにつながるのか，

捉えにくいのである。これは，教師が，無目的に「正確に，詳細に

文章を読み取らせたい。」「新しい読みを発見させたい。」と考えた

ときに陥りやすい例である。

それに対し，右の学習問題の例では，人物の気持ちを捉えること

が，お気に入りの本を紹介することにつながっている。このような

読みは，この単元で指導する「読むこと」の指導事項「ウ 場面の

移り変わりに注意しながら，登場人物の性格や気持ちの変化，情景

などについて，叙述を基に想像して読むこと」の学習を保障する。

物語の場面を限定し，その中のことばだけを読み取っていったので

は，言語活動の目的に合わない読みになり，子どもの意識も継続し

にくくなってしまうことが予想される。

このように，学習問題を設定する際には，子どもの学びの文脈に

沿うよう留意する。

単元を貫く言語活動

お気に入りの南吉作品を紹介しよう

本時の学習問題

紹介カードに，人物の気持ちがどのように
変わっていくかを書こう

・『ごんぎつね』の場合だったら……。

・場面と場面をつなぎながら読もう。

第三次 本の紹介カード作り

単元を貫く言語活動

お気に入りの南吉作品を紹介しよう

本時の学習問題

六場面の兵十の気持ちを読み取ろう

・兵十の視線は，「うちの中→土間→ごん」

と移っている。ごんなんかよりも，うち

の中のほうが気がかりだったんだな。

第三次 本の紹介カード作り

【言語活動の文脈から離れてしまいがちな例】 【言語活動の文脈に沿った例】
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② 問題解決の過程を学習集団で共有化すること

続いて，問題解決のための働きかけについて考えていく。ある問

題について，読みの力の育っている子どもは，すぐに答えを見つけ

ることができるだろう。しかし一方では，解決のための手がかりや

道筋が見えないと学習から取り残されてしまう子どもがいる。

算数では，問題を解決する際の考え方が明確に示される。どのよ

うに考えればよいかが子どもに意識されやすい。しかし，国語では

学習者のセンスに委ねられている部分が多くはないだろうか。

そのような状態を打破するためにも，問題解決の過程を学習集団

で共有化するようにする。次の２点に着目しながら，早く進む子ど

もも，ゆっくりと進む子どもも，共に学び合いながら伸びていく国

語教室を求めていきたい。

ア 子どもの思考の表出を促す工夫

子どもたちそれぞれが自分の思考を表出できる支援を追究する。

それは，言葉による表出だけに限らない。例えば，カードを並べ替

えて文章を適切な順序に再構成したり，自分の選んだ叙述に傍線を

引くような活動も子どもの考えの表出である※１。また，学級で共通

に考えるべきことを明確にする支援も，個々の思考の表出を促すと ※１【「考える力」を育てる指導】（p.14）

ともに，それを土俵とした学び合いの活性化にもつながるだろう※２。 ・自分の得意な方法で表現

国語科は，最終的には言葉の力を育てる教科である。しかし，そ するよう助言する。

こに至るまでに，言葉のみを手がかりとすることに難しさを感じて ※２【板書】（p.8）

いる子どもに対し，視覚的な手がかりを与えるなどして，思考の表 ・絵や写真などの資料を用

出を促すようにする。そのような支援を追究することは，子ども一 いて，共通に考える材料

人一人の思考を保障することにつながるだろう。 を示す。

また，子どもの思考が表出されることで，どの子どもが，どのよ

うに考えているのか，そして，どの学習場面でどのようにつまずい

ているかの見取りも可能になる。何をどのように表出させるかとい

うことに加えて，それをどう見取るか，形成的評価，診断的評価も ※３【ノート指導】（p.11）

合わせて考えていくこともできる。 ・単元の終わりに振り返り

さらに，ノートに授業（単元）前の考えと授業（単元）後の自分 の時間を設け，新たに分

の考えを記したり，友達の考えと比べたりなど，子どもの思考が深 かったことや考えの変化

まったり広がったりした過程を残すこともできる※３。実践者におい を確認することで，子ど

て様々な工夫を提案してほしい。 もが自分の成長を確かめ

られるようにする。

イ 思考過程の残る板書の在り方の追究

板書は，学級全体の学びが記される場である。だれがどのような ※４【板書】（p.8）

考えをもっているのか，また，学習がどのように進み，どこで立ち ・単元の計画や作業順序な

止まっているのかを確認する格好の場である。子どもたちが表出し どを示して，学習の見通

たそれぞれの考えを見取りながら，それを板書に吸い上げ，問題解 しをもたせる。

決の過程を共有化していきたい。 ※５【発問・助言】（pp.3-4）

その板書を考えていく際には，次のような点に留意してほしい。 「○○と□□を関係付ける
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と，どんなことが新しく

考えられますか。」

①学習の現在地（今，何を学習しているか）や目的地（ゴール） 「○○ですね。さらに，『し

が明確にされているか※４
かし』と考えてみたらど

②意見の対立，仲間分けなど，思考過程が示されているか※５
うなるでしょうか。」

③子どもたちの居場所のある板書になっているか※６
「○○のことから考えてい

るね。今度は□□のこと

参考までに，板書の一例を挙げておく。第４学年「物語の魅力を からも考えてみよう。」等

紹介しよう －『ごんぎつね』－」実践における板書である。 ※６【板書】（p.9）

ここでは，「紹介したい本を取り上げて説明する」という言語活 ・子どもが参加する板書で，

動を設定している。 主体的な学習を進める。

学習問題は，「友達のあらすじから，あらすじを短くするこつを

見つけよう」である。これは，必要以上に長い分量のあらすじを教

師が提示することで生じた子どもの意識から導いた。そして，板書

上には「先生の書いたあらすじ」「『ごんぎつね』友達のあらすじ」

「自分のお気に入りの物語のあらすじは─」と黄色の文字で見出し

を付けている。これにより，「今は先生の書いたあらすじについて

話し合っているんだ。」「友達のあらすじを読むと，学習問題を解決

することができそうだ。」「これから自分のお気に入りの物語のあら

すじを考えていくんだな。」と学習の現在地や目的地が明確にされ

る。それは，子どもたちが安心して学習に臨むことにつながる。

中央下部に示されているのは，「あらすじを短くするこつ」の手

がかりとなる子どものあらすじである。このように，子どもの表現

を取り上げて教材とすることで，その子どもが授業の中で輝く。そ

れを板書に位置付けることで「子どもの居場所のある板書」となる。

また，これら２人の書いたあらすじは，内容はちがうが，どちら

も中心人物「ごん」が変容する前のことを取り上げ，「そんなごん

がはたしてどうなるのか」のように締めくくっている。このような

共通点に気付いていく過程を板書の下から上へ向かって示している。

「思考過程が示されている板書」である。

さて，このように子どもの表現物や反応を教材としたり，子ども

たちの豊かな考えを板書に残したりするためにも，発言力のある子
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どもだけで進む授業からは脱却したい。「挙手→指名」で授業が進

むのではなく，「書く→机間指導→指名」という流れを意識してい

くようにする※１。ノートに表出された個々の考えを板書につなぐこ

とで，学習はより一層深まっていく。

この他にも，教材提示装置やプレゼンテーション等を効果的に用

いて，学習の着眼点を明確にしたり，学習方法を明示したりする工

夫※２，あるいは，これまでの学習の軌跡を補助黒板に残したり，学 ※１【指名の仕方】（p.5）

習の手がかりを提示しておいたりすることも，板書の在り方と関連 ・指名の順番を考えるため

させて提案していってほしい。 に，ノート指導や机間指

そして，問題解決の際に役立った考え方を「学級の宝」として意 導を通して，あらかじめ

識付けていきたい※３。この板書で言えば，中央上部にある「ごんが 子どもの考えを把握して

変化する前のことを（書く）→（変化後はひみつ）」「『～なごんは， おく。

これから，はたして，どうなる』」が「学級の宝」にあたる。 ※２【板書】（p.8）

文部科学省・樺山敏郎先生は，昨年度の夏季研修会で単元後に「お ・「学習効果を高めるために

宝帳」をまとめることを推奨された。その観点として次の３点を挙 （電子黒板の活用）」の項

げられた。 を参照

※３【発問・助言】（p.3）

○ できるようになったこと・分かったこと 「○○について，どんなこ

○ 困ったこと・疑問に思ったこと とが分かりましたか。」

○ これからどんな時に生かせるか 「今日分かった○○は，み

なさんの生活の中のどん

学んだ考え方がまた別の場面で使えることに気付かせておくこと， な場面で使えますか。」

そして，そのようなことの積み重ねが，「生きてはたらく力」につ

ながっていくのだろう。

以上，『さぬきの授業 基礎・基本』に示された具体的な支援の例と関連させながら，本年

度取り組む学習指導の在り方を述べてきた。ただ，ここに挙げた支援の例は，一例に過ぎない。

目の前の子どもの姿や教材に合わせて『基礎・基本』を柔軟に取り込み，授業づくりのさらな

る展開・発展を望みたい。そして，この『基礎・基本』を深化させながら香川の教師の共通財

産としたい。

最後に，ここまで述べてきたことをふまえ，三つの研究の重点を示す。各郡市の状況に応じ

て，いずれかに焦点を当てて研究していただきたい。（複数選択も可）

【本年度研究の重点】

○単元構成：言語活動と目的意識を単元を貫いて位置付けるとともに，学習活動を精選する。

○学習問題：言語活動の文脈に沿った学習問題を子どもの言葉で設定する。

○問題解決過程：考えの表出を促したり，学び合う過程を明確にしたりし，学級の宝を共有

できるようにする。
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３ 年間計画

月 年 間 の 見 通 し

３ ○ 事務局会・研究推進部会

・平成26年度研究主題，研究内容等

・平成26年度夏季研修会について

５ ○ 総会・理事会・研究推進部会（第１回）

・平成26年度研究主題，研究内容等

・平成26年度夏季研修会について

・実践発表における留意点

・郡市提案等についての周知・お願い等

６ ○ 夏季研修会の提案・運営についての事前打ち合わせ（第２回）

７ ○ 平成26年度香小研国語部会夏季研修会

・夏季研修会で発表した資料，成果と課題をデータで事務局へ

８ ○ 研究推進部会（第３回）

11 ○ 研究推進委員会（第４回）

・平成27年度研究主題，研究内容等

・平成27年度夏季研修会について

・夏季研修会における各郡市提案の割り当てについて

○ 香小研大会（多度津小学校）

・データを事務局へ

２ ○ 事務局会・研究推進部会（第５回）

・平成26年度研究主題，研究内容等

・平成26年度夏季研修会について

※ 基礎・基本講座は10年未満の受講希望者を対象としています。80名程度で締め切らせてい

ただきます。この講座は５カ年計画の２年目になります。
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４ 平成２６年度の夏季研修会について

日時 平成２６年７月２８日（月） ９：３０～１６：２５

場所 丸亀市綾歌総合文化会館アイレックス

時 間 研 修 内 容 等

9:10～9:30 受付・弁当食券販売

9:30～9:40 開会行事（香小研国語部会長挨拶・日程説明等）

9:40～9:55 香小研研究テーマ発表（香小研国語部会研究部長）

10:00～11:10 研修Ⅰ（提案20分，質疑応答５分，指導10分）×２

＜基礎講座Ⅰ(H25)＞

＜郡市提案発表:大ホール＞ ○ 説明文（35分）

○ さぬき・東かがわ ○ 物語文（35分）

○ 坂出・綾歌

11:10～11:30 休憩

研修Ⅱ（15分×４提案）

＜県教委委託事業の報告＞ ＜基礎講座Ⅱ(H26)＞

11:30～12:30 ○小豆「発問・助言」「発言の取り上げ方」 ○ 説明文

○高松「発問・助言」「グループ学習」

○丸亀「ノート指導」「グループ学習」

○仲・善「発問・助言」「発言の取り上げ方」

12:30～13:30 昼食・休憩

13:30～14:30 講話 「新聞の作り方について（仮）」

講師 四国新聞社編集局報道部

記者 金藤 彰彦 氏

14:30～14:45 休憩

14:45～16:05 朗読劇 「絆」

朗読グループとみはら塾（ 代表 富原 稔 氏 ）

16:05～16:20 指導 香川県教育委員会義務教育課

16:20～16:25 閉会行事（香小研国語部会副会長挨拶・事務連絡）
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【教科書改訂以来提案された単元】（☆：話すこと・聞くこと ●：書くこと，○：読むこと）

● ５年『資料を読んで考えたことを書こう』（H23）

○ １年『いろいろな ふね』（H24）

○ ２年『ビーバーの大工事』（H23）

○ ２年『ふろしきは，どんな ぬの』（H24）

○●３年『三年とうげ』（複合単元，H24）

○ ４年『走れ』

○ ４年『広告と説明書を読みくらべよう』（H24）

☆ ５年『わたしの「とっておきの一枚」』（H25）

○ ６年『海のいのち』（H23）

○ ６年『ばらの谷』（H23）


